
安渓貴子

やまぐちの種子を守る会

生物文化多様性研究所

食と健康の学習会

安心安全な食を子どもたちに



今日のお話しは３つ

コロナのパンデミック、ウクライナ、パレスチナ・・・

そして能登半島の地震・・・・胸が痛いことばかり

１ いま食べ物は大丈夫？

子どもたちの食べ物、健康が心配

食料は自給できるの？ もしも輸入できなかったら？

2 有機給食は可能。世界で、日本でも、始まっている取り組み
お

３ あしもとから、自給的な暮らしを、楽しく！

＊安渓貴子 自己紹介：10年前から、山口市北部・島根県津和野町に近い、阿東徳
佐で「阿東つばめ農園」を家族農業で。農薬も化学肥料等も使わず、お米と大豆、最
近は野菜も少し販売しています。大学や看護学校の非常勤講師：生物学・文化人類
学。

アフリカや沖縄をフィールドに、人と自然の関係を地元の方々に学び、研究してき
ました。フランスやスペインで、研究のためですが長期に家族で暮らしたことも学び
です。山口では、地域に学生たちとともに出て、地域の方々から学んできました。



いま、食べ物はだいじょうぶ？

・うちの子や孫が食べているものは安全なの？

・農薬とか遺伝子組み換え食品が危ない、と聞くけど、

・農薬も改良されてきているというから、安全では？

・企業は,

「国の安全基準を満たしているから安全です」と言う。

うちの孫は元気だし、

なぜ危ないのかわからない。

実感がわかない。 3



食品添加物
身近な例： 

カビ防止剤、
発色剤、
品質改良剤、
化学調味料、
殺菌剤、
合成保存料、
合成着色料、
合成甘味料、
化学調味料、
湿潤剤、
酸化防止剤、
粘着補強材、
PH調整剤、
漂白剤

http://sora1.sakura.ne.jp/sblo_files/sora-staff/image/E9A39FE59381E6B7BBE58AA0E789A9.jpg



市販の「梅干し」



「梅と塩」のほかは何が入っているの？



市販の梅干しには、

調味料（アミノ酸）、

酸味料、

香料？

赤色◎号、黄色◎号、は
タール系色素。アレルギー
や注意欠陥障害の原因に
なるとして、アメリカやカナ
ダでは使用禁止、イギリス
ではメーカーに自主規制を
促す

うちの梅干し：材料は梅と塩と紫蘇

石垣島で梅干しを買おうとしたが、添加物なしの商品は見つからなかった



EUなどでは規制・禁止 日本では安全？
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例えば、イギリスの食品基準庁（FSA）は、2008年に、赤色40
号と赤色102号、黄色４号、黄色５号を含む６種類のタール色
素が、注意欠陥障害の原因になる恐れがあるとの理由で、食
品メーカー等に自主規制を促しており、アメリカやカナダでは、
赤色２号と赤色102号、赤色106号は、がんやアレルギーを引
き起こす可能性があるとして、使用が禁止されている。
お

赤色３号については、甲状腺に異常を生じる可能性があると
の理由から、ドイツでも使用が禁じられている。

日本では、安全性を確認し、使用を認められているタール色
素が、このように、海外では異なる見解を示している国が少な
からずある。
０

https://news.whitefood.co.jp/news/tenkabutsu/8392/



除草剤ラウンドアップ（グリホサート）
田畑だけでなく、非農耕地用除草剤として、
家庭、道路、鉄道線路、駐車場、グランドなどにも散布

・「植物だけ枯らす、ヒトには安全」と宣伝さ
れたが、

・腸内細菌や土壌細菌にダメージを及ぼす。
芳香族アミノ酸（チロシン、フェニルアラニンおよびトリプト
ファン）の生合成反応経路

・神経伝達物質のグルタミン酸やグリシンに
似ているので、神経系にも影響を及ぼす
←発達障害、自閉症など。

・遺伝子DNAにも影響を及ぼす
→発がん物質 
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〝ご家庭で使える
安心な除草剤〟

http://www.rikengreen.co.jp/ryokukashizai/product/golf/roundupmaxroad.html

商品名は「ラウンドアップ」
「ネコソギ」などいろいろ



世界４９ヵ国が禁止規制している
発がん性がある除草剤ラウンドアップ

WHOの国際がん研究機関(IARC)が、「ヒトに対しておそらく発がん性
がある」と結論。→  アメリカで裁判：患者が勝訴（2018年）
動物実験ではほぼ確実に癌に。

母乳からラウンドアップの主成分グリホサートが高濃度で検出
（2016年）。子どもの尿（2017年）・水道水からも。

←アメリカの女性たちの頑張り
お

この「母乳からのグリホサート検出結果」などが、スイスやドイツ
ではおおきく報道された。

日本では、こういったことがほとんど報道されない。
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世界中が禁止するラウンドアップ（グリホサート）
余剰分が、規制がゆるい日本市場に
HTTPS://WWW.CHOSYU-JOURNAL.JP/SHAKAI/11791 長周新聞2019年5月23日

日本は2017年に
グリホサートの規制を大幅にゆるくした。

・中国の基準の150倍 （韓国では登録されたが使用禁止）

・禁止した国： コロンビア、ルクセンブルグ、ドイツ、オーストリア、
チェコ、フランス、マルタ、フィジー、トーゴ、中東の6カ国

・規制や禁止の方向に： イタリア、タイ、ベトナム、メキシコなど
お

＊グリホサートは、「プレハーベスト（収穫前に除草剤を
撒いて枯らすことで収穫しやすくする）」時にも使われる。
小麦や大豆で。日本でも始まっている（山田2023,p.151-2）。 11



遺伝子組み換え作物と
除草剤とがセット

除草剤（グリホサート）耐性遺伝子を、組み込んだナタネ、トウモロコシ、
ワタのタネを、大規模農場で、除草剤・化学肥料とセットで育てる。

除草剤はしだいに効かなくなり、高濃度で散布するようになる。→作物中
の濃度も高くなる。

→高濃度に耐えるタネに遺伝子を組み換える。
→グリホサートの土壌汚染。土壌微生物が崩壊
ほかの作物からもグリホサートが検出

水からもグリホサートが検出←常に流れる水からも、ということは・・・・・

35億年共に生きてきた生物たちのなかに、人間が遺伝子操作を
行った生物が加わることによる安全性は保障されていません。
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アメリカではお母さんが気がついた
ゼン・ハニーカットさん

自分だけだと思っていたら、
まわりもだった。SNSでつな
がり、励ましあって市民団体
「マムズ・アクロス・アメリカ」
をたちあげ、全米各地の母親
たちをつなぎ、遺伝子組換え
食品にNOを唱えるムーブメ
ントをつくり出してきた。

ゼン・ハニーカット著2020年
『UNSTOPPABLE あきらめ
ない』

現代書館

13kokocara.pal-system.co.jp/2017/04/10/moms-across-america-says-no-gmo/



農薬と遺伝子組み換え食品が子どもを病気に
ゼンさん自身の辛い体験がことの始まりだった。

私の息子の一人は、感謝祭のディナーに入っていた
クルミが原因でアレルギー反応を起こし、生死をさま
よいました。アメリカでは毎年多くの子どもたちが食物
アレルギーで亡くなっています。

子どもの3人に一人が肥満、12人に一人が食物アレ
ルギー、20人に一人が発作性疾患を持っているなど、
大変心配な現実を示す統計もあり、こうしたことが新
しい常識となりつつあります。

マムズ・アクロス・アメリカの粘り強い活動によって、
世界と繋がり、今では有機農産物がスーパーでも買
えるようになった
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遺伝子DNAの特定の働き
を壊し機能を失わせること
により得られる食品（動物、
植物、菌類も）

筋肉細胞の成長を抑える働
きを持つ遺伝子「ミオスタチ
ン」の一部をゲノム編集技
術で壊したもの。成長が止
まらず、通常のマダイに比
べて身の量が平均１・２倍に
なる。

（異常成長し肥満したマダイ）

新たに、ゲノム編集食品が食卓に
遺伝子操作技術である「ゲノム編集」による種苗・作物・食品が
市場にでている。トマト苗、その加工品、トラフグ、マダイ、トウモ
ロコシ、ヒラメが一般流通可能になっている（202３年11月現在）。



http://nuketext.org/Rad/DNA/cutting.jpg

DNA１本鎖切断と2本鎖切断のちがい



そもそも

「機能を失う」だけでも、バランスが崩れ、
意図せざる影響がおきる可能性がある

・バランスが崩れないように制御する遺伝子を破壊
すればバランスがとれなくなる。
・筋肉の発達を抑える「ミオスタチン」の遺伝子をゲノム編集技術によ
り働かなくすることで可食部が増加した「肉厚マダイ」

https://bio-sta.jp/news/administration/2571/
お

・食欲を抑えるホルモンの「レプチン」をゲノム編集で働かなくした
「高成長トラフグ」

https://bio-sta.jp/news/administration/2750/
お

次世代への影響や、自然環境のなかでまわりの生き物たちとともに互い
に生き延びていけるのか、まわりの命や環境への影響がどうなるのか、
わからない。

・狙った遺伝子が、狙った働きだけでなく別の働きも持っていた。例；
カドミウムを吸収する遺伝子を壊して吸収を抑えたら、稲がマグネシウ
ムの吸収もしなくなり、病気が出て、病気を抑える農薬が必要になった。



ゲノム編集生物の4つの問題点

1）標的以外の遺伝子を破壊してしまう「オフターゲット現象」がしばし
ば起きる。毒性やアレルゲン、がん誘発物質の発生が危惧される。

2）ゲノム編集が行われたことの確認のために抗生物質耐性遺伝子を用い
るため、抗生物質耐性菌がふえる危険がある。

3）栽培すれば花粉などの飛散が起こり、農家の栽培種と交雑し、環境影
響や農家への風評被害も懸念される

4）ゲノム編集生物の実験室外への放出と食品への応用について、日本政
府は、本来必要な環境影響評価や安全性審査、表示も義務づけていない。

←表示されないから、消費者が選べない。
お

＊久田徳二2022「ゲノム編集トマトは受け取らない！」『土と健康』No.513: 

6-8頁、日本有機農業研究会



ゲノム編集食品が市場にでているのは、
世界で日本だけ

アメリカのCalyxt（ケイリクス）社がゲノム編集大豆の失
敗で撤退、世界で市販されているのは日本だけ（トマト、
マダイ、トラフグ、トウモロコシ、ヒラメ 2024年1月現在）。

これは遺伝子組み換え大豆でもよくあることだが、従来
の大豆に比べ、この「ゲノム編集」大豆の収穫が落ち、農
家からも不評を買い、また安い油を必要とするレストラン
からも、論議を呼ぶ「ゲノム編集」大豆油を、あえて使お
うという動きは生まれず、結局、開発費を回収できずに
株価が大暴落した。2019年以降、失敗を重ね、ついに
2022年、断念という局面になっている。

https://project.inyaku.net/archives/8302#more-8302 印鑰智也さんの
ブログ2022年10月7日



あしもとをみなおす
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いま 日本の食が危ない

・外国に頼る日本の食料

・小麦、大豆、トウモロコシ、ナタネなどの食品

・飼料（鶏・豚・牛はトウモロコシを食べている）

・化学肥料・農薬の原料・トラクターの燃料

・タネ

・ヒヨコ（98％が輸入です。輸入できなくなったら？）

鶏は、世界的にも多様性が失われている家畜
お

・パンデミックの中、広がる格差： 都会でも飢える人が増えている。

例：子ども食堂がふえている（山口市宮野で見た例）。

大人食堂も。（公助=公的支援=の不足を補いきれない）



2017年から、タネと苗をめぐる３つの法律

日本人の食をグローバル企業にゆだね、国民の種苗
の権利を奪う３つの動き
0

1. 農業競争力強化支援法（2017年8月1日施行。
公的機関の育成した種苗とその知見を企業に渡す)
0

2. 主要農産物種子法廃止（2018年4月1日廃止。
都道府県が、米・麦・大豆の優良種子を育てる義務と、
そのための国の予算を廃止）
0

3. 種苗法改定（2021年4月1日施行、2022年4月1日完
全施行。登録品種の自家増殖・自家採種を禁止）
0

いずれも、国会審議をほとんど経ないで、国民も農家もよく知らない
うちに決った。



企業に、タネ・苗と、その知見をセットで手わ
たしなさい 「農業競争力強化支援法」＊

これまで、公的に守り、育ててきた日本の基本的な食料・農作
物を、民間＝私企業・・・・グローバル企業**に、タネ・苗と、知
見をセットで手わたしなさい、という法律。

米・麦・大豆、野菜や果樹などの、国や都道府県で公費で開発
してきた登録品種が対象。

企業に渡ったタネ・苗の登録品種は、毎年購入・許諾の手続き
が必要になる。タネ・苗が企業の言い値になり高くなる。

←現在すでに民間の手にわたっている。

**モンサント（合併でバイエル）も日本で法人化して日本の企
業になっている。

＊農業競争力強化支援法の８条４項



稲の種子生産に参入した企業が、不正を重ね、
もうけが少ないとみると、突然供給を打ち切った

F1の稲の種子を生産し国
内で独占販売する「三井
化学アグロ」（東京）が
2023年2月21日、種子
販売業者に今年は出荷し
ないことを書面で通告し
た。交配不良により品種
の「純度」が保証できな
くなったためという。

米や麦や大豆のような国
民の食料の基幹となる作
物の種子の供給を、民間
企業に任せるという、
「種子法廃止が誤っ
ていた」ことが明ら
かになった。 

https://www.mc-croplifesolutions.com/products/recommend/mitsuhikari/2/



中日新聞
2023年を2月22日
の記事

https://www.chunichi.co
.jp/article/640456

タネを企業に任せると、
儲からないものは、一方
的に捨てられることが明
確に。

「農業競争力強化支援
法」の8条4項に

「これまで国や県の農業
試験場が開発してきたコ
メの品種とその関連情報
を民間企業に提供せよ」
と書いてある。

https://www.chunichi.co.jp/article/640456
https://www.chunichi.co.jp/article/640456


サツマイモの苗は、繰り返し増やすことで、その
土にあった強いおいしい芋になるというのに
←「種苗法改訂」2021年４月
イチゴ、サツマイモなど、苗を挿し芽で増やす作物も、

自家採種＝自分の田畑で増やすことは禁止。

企業から、毎年、1本1本買うことになる。自分の畑で繰
り返し増やすことで、よい品種・その土地にあった品種を
選び抜いて育て・販売してきた。

種子島・奄美・沖縄の島々のサトウキビも同様。
お

＊映画「タネは誰のもの」がわかり易い。

図書館用DVDを購入しています。無料で

お貸ししますので上映会などで見てください。



栽培植物は古代の人々からの贈り物。
栽培し、食べてつないできた人々のもの

阪本寧男1997「栽培植物の7つの起源センターと伝播 」vol.14:48-49『週刊朝日百科』
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タネは作り続けてきた人々のもの

人々が、それぞれの土地で作物を作り続けることで、
タネの遺伝的多様性を守ってきた。

つくり続けることで、その地域に適した栽培作物（在
来品種）に変化させてきた。

外からやってきた / もちこんだ、新しい作物だって
同じ。つくり続けることで、その地に「なじんで」くる。

←まわりの「微生物を含む生き物たち」とのバランス
が取れた関係ができてくる。

＊ユズの若木の棘に、成木の果実を刺してウィルスへの耐
性を誘導する伝統の知恵「すわたし」（山口市阿東徳佐）



ところが、「UPOV(ユポフ)条約＊」

生き物に「知的所有権」を認める

植物の新品種を育成・登録した者の権利（育成者権）を保護す
る国際条約。

1961年から3度改訂。2014年現在、日本、米国、EU諸国などを含む
71か国がUPOV条約の加盟国。
UPOV条約に基づき保護される育成者権は知的財産権の一種で、
「特許権」に類似した性格を持つ。

←植物のほんの一部分だけを変化させたものを「自分のもの」
として所有権を認める。これは、1万年作り続けてきた先人たち
の努力を軽視するもの。

生命（遺伝子）に対する「所有権」の主張は、あまりにも傲慢
お

*Union Internationale pour la Protection des Obtentions 
Végétales︓UPOV（植物の新品種の保護に関する国際同盟）



タネはだれのもの？

タネはみんなのもの

タネは、つくり続けてきた人々のもの、世界中
のみんなのもの。

「知的所有権」にはなじまない。
お

「大企業の知的所有権」を認めたことで、タネ
の多様性が激減、いま迫りくる「環境の危機」に
対応できなくなりつつある。
お

日本も、2017年からの3つの法律で、UPOV(ユ
ポフ)条約の実現を目指しているのか？



世界の在来品種のタネの
３／４が20世紀に失われた 

伝統的品種の多様性が失われてきている。

原因は、

農産物（＝食べ物）が市場（しじょう）の「商品」に

農業が大規模化・工業化(農薬・化学肥料とセット)

→生産性が高い少数の品種に置き換わった

「緑の革命」はこの典型

戦争や旱魃（たとえばアフガニスタン、エチオピア、ユーゴス
ラビア）の結果、種子の保存や育成が中断されたことも  

＊世界の栽培植物の種数＝2300種（「世界大百科事典 第2版」平凡社）



どうすればいいのでしょう？

自国内で食料を自給する。

現状は：耕作放棄、高齢化、外国にタネ・肥料依存

→農地、耕す人、タネの自給をいかに確保するか？

誰もが飢えないように、

それぞれに生きがいのある暮らし

←有力な解決法：学校給食の無償化・有機化

「2021年に学校給食を無償にしている市区町村は36し
かなかったが、2022年度には（全国1600市区町村の）
約3割が無償にしている」

＊「日本農業新聞」2023.2.22 山田正彦2023「子どもを壊す食の闇」河出新書



千葉県いすみ市 有機農業と学校給食
鮫田晋さんの山口での発表2019年2月から









給食を残さなくなった





























私たちは地球の生物のひとつ

生命の誕生から35億年、

生命が出会ったことがないモノが環境に出てきている

・数万種類の化学物質 が国内で輸入、製造、使用

・放射性物質 による内部被曝

次世代、次々世代の地球

子どもや孫たちは生き延びられるのか？

トンボやオタマジャクシが

絶滅してもいいのか？

わたしたちには重い責任がある



「商品化」がタネの多様性を失わせた

農家が商品として出荷するには

まず、品種が決められる

・輸送に耐える

・形がそろう

・箱の中に納まる

・大きさ、重さ、かたちが決まっている

・味よりも、日もちがいいことが優先する

「名もない品種」は受けつけてもらえない

←買い手のわたしたちはどこに？



地域の家庭菜園でも
「タネ・苗を買う」ようになった

スーパーや量販店で手軽に「タネや苗が買える」ようになり、

あたりまえにやってきた「自家採種」をやめた。

（化学肥料や農薬、除草剤も買える。）

→自家採種のタネ、伝統野菜のタネが失われた。
お

地域で繰り返し自家採種され、選抜をうけてきた

地域固有のタネ「在来品種」

・その地域で育てやすい、

・季節の巡りに合った、

・地域の生活や行事に使われてきた、タネ

それは、

地域固有の食文化＝「文化そのもの」が失われてきたのだ
と私は思う



タネを採って播いてみる

私は、アフリカの森の中の100人の村。40種の栽培植物、
200以上の品種。食べ物は塩以外は自給。その中で1年
近く暮らした経験が原点にあります。

日本も、戦後しばらくまでは、あたりまえのことだったはず
です。

自分でタネを採ったりイモを植えることを始めました。

やってみたら、おもしろい、楽しい、でも忙しい。

失敗もいろいろ。（毎年が一年生）

何より友だち（先生）がたくさんできました。タネを通じて、
日本全国に面白いことをしている人たちがいます。



これなあに？

花が咲いて、タネができる。あたりまえ
なのに、発見がいっぱい。



山口の徳佐でつくり続けてきたタネ

瀬戸内海気候と、
日本海気候とは、
タネにとって、まっ
たく違う生活環境

タネは、つくり・食べ
ることで、その地域
の文化になり、地域
の気候に合ったタ
ネになっていく

あずき・黒豆・（白）大豆



うちの自給野菜

写真で、タネ・苗を買う
のは、ピーマン・ナスだ
け。

タネを自分で採るのは、
キュウリ、マクワウリ、ト
マト、ニラ、カラシ菜、
シロウリ（トクサウリ）、カ
ボチャのいろいろ、ネ
ギ、カラシ菜。

ブルーベリーは苗木を
買った。2022年夏



自給的な食卓 買うのは、
鶏肉、塩、油

農薬や化学肥料
なしで作っている。

米・大豆・トマト・
キュウリ・ハーブ・
ニンジン・大根・
玉ねぎ・ニンニク・
ラッキョウなど。

味噌も家の米で
米麹をつくり自家
製大豆



ローカルフード法案 / 条例

・在来種を含む、地域のタネ・苗の確保と活用

・地域の農家を守る

・安全な食の確保

・学校給食を無償で、可能な限り有機に

・地域の食のシステムの再構築

（地域の消費者、農家、漁師、学校、病院、流通企業、食品企業など
多くの人たちが関わって、地域で食の循環が進むように協力すること
が必要）

・グローバルな食のシステムからローカルな食のシステムに転換する
ことで、環境問題も、食料問題も、健康問題も、経済問題も解決する
糸口がつかめます。

https://localfood.jp/ ローカルフード法で地域の食を守る

「地域のタネから作る、循環型食料自給」を日本に！



自給的な暮らしの豊かさ

うちの田畑です。お米、大豆、野菜、野草な
ど、季節を追っていただけるもので、持久的
な暮らしを目指しています。 エネルギーも。
タネや苗の自家採種を増やしてきました。



阿東つばめ農園
野も山も海も近く美しい山口。

子どもも大人も、足元の自然に

目を向けませんか。

小さなことでもいい。

自然から学び、先人から学び、

ともだちと考える。
0

自分が食べているものを振り返るのもいい。

料理を教えてもらうと、ヒントがいっぱい。

山野草も身近にたくさん見つかる！

遠くのともだちとも、

今では容易につながれる。

元気のいただきあいができる。
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